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１． はじめに

昭和 年代に始まった高度成長により，都市30
部のみならず地方においてもオフィスビルやアパ

ートメント等が盛んに建設されるようになった．

当初，コンクリートは 年は使用可能との100
期待もあったが，現実には予期せぬ劣化現象や早

急な施工によって耐久性が低下するなどの問題や

使用方法の変化，特に生活水準や企業活動の変化

に伴う構造物への要求の変化により，特に建築物

では寿命を待たずに解体されることもしばしば行

われている．

このような種々の要因により築後 年程度を40
目安として構造物の解体が本格化するなかで，コ

ンクリート廃材の発生量は，今後さらに増加する

ことになる．

一方，コンクリート廃材のおもな利用先であっ

た道路用路盤材への使用量は，公共工事の質の変

化に伴う規道路建設の抑制により，使用量の増加

が期待できない状況にあるため，コンクリート廃

材の新たな利用方法の開発が求められている．

同様の観点から， (日本工業規格)においてJIS
も「コンクリート用再生骨材( )」やJIS A 5021

TS「再生骨材を用いたコンクリート(標準仕様書

)などの規定を設け，利用の促進を図ってA 0006
いるが，再生骨材を通常のコンクリートに使用す

＊ 材料技術グループ

る場合，付着するセメント水和物によるコンクリ

ート強度や耐久性の低下が未解決であるため，通

称生コンと呼ばれる「レディーミクストコンクリ

ート( )」には使用規定がなく，前述JIS A 5308
の標準仕様書 における低強度コンクリTS A 0006
ートにのみ利用を制限している．

そこで本事業では，コンクリート構造物の解体

に伴い発生する廃材について，粒度別に新たな利

用方法を検討することとした．

粒度の分類，研究の小課題，並びに現在の利用

方法を図１に示す．

解体現場では，まず粗砕され，場合によっては

鉄筋等を取り除くため，ある程度の破砕処理が行

われている．このため，解体現場で粗砕ガラと破

砕ガラが分別保管されていることが多い．そこで

粗砕ガラをそのままの粒径で使用する方法として

粒径 ～ 程度のガラを使用した大粒径100 400mm
ポーラスコンクリートの製造と魚礁への適応性に

ついて検討する．

また，それ以下の粒径については，現在普及し

つつあるポーラスコンクリートへの利用を検討す

る．さらに細粒あるいは粉体については，セメン

トに由来するケイ酸カルシウム系水和物を多く含

むことから，一部重金属類を取り除く無害化処理

を行うことで，ケイカル肥料としての利用の可能

性，並びに同化合物類による土壌固化性能につい

ても検討する．











設置場所は太平洋に面した外海であるが，沖合

に三頭山と呼ばれる岩礁帯があり，この岩礁帯に

より太平洋からの直接の波は，ある程度緩衝され

ている．また図 に示すように付近の海底は砂17
礫が多く，海草の定着が乏しい環境にあり，効果

の確認に適していた．

設置に係る一連の作業は，図 に示す和具漁18
19 3港での台船への積込みから海底設置(図 )まで

日間で完了した．

投入作業は，図 と に示すように，台船上20 21

図 実証試験用魚礁設置場所15

図 設置場所の遠景16

図 設置場所付近の海底の様子17

図 和具漁港での積み込み風景18

図 船越前浜沖での設置の様子全景19

図 台船上での投入作業20

図 海底投入の様子21



で補強板に取り付けられた ヵ所のフックをワイ4
ヤーで吊り下げ，そのまま海底まで沈め，着底直

前に潜水士が設置箇所を微調整し整然と設置され

た．海底での作業の様子を図 に，設置後の全22
景を図 にそれぞれ示す．23

この一連の作業はスムーズに進行し，当初計画

していた１日を大幅に短縮する3時間程度で完了

した．この結果，現地での魚礁一個の設置に要し

た時間は 分弱となり，魚礁の運搬設置の作業性3
を含めた設計検証することができた．

３．６ 設置魚礁の効果の検証

図 並びに は設置直後に付着したサザエと24 25
ギンタカハマと呼ばれる巻貝である．実際には魚

礁ブロックを設置した平成 年 月を観察の開始18 3
時期として海草類が繁茂する 月頃まで観察する2
必要がある．今後引き続き１年間の経過観察を行

い，その効果を検証する．

４． 再生骨材ポーラスコンクリートの

開発

潜水士による海底での設置風景図22

図 海底に整然と並べられた魚礁ブロック23

図 設置直後に付着したサザエ24

図 設置直後に付着したギンタカハマ25

図 再生骨材 の強度－空隙率関係( 例)26 POC 2



コンクリート廃材から製造される再生骨材は，

セメント水和物の付着により骨材としては高吸水

率であり，コンクリートの強度低下や乾燥収縮の

増大につながり，利用し難い．

一方ポーラスコンクリート( )は,コンクリPOC
ート強度が比較的低強度であることから，骨材品

質の影響が小さい．ここでは，おもに三重大学工

ほうれん草による施肥実験(a)

高菜による施肥実験(b)
図 ケイカル肥料として検証実験27

図 砂質土への添加率と固化土の圧縮強度28

学部並びに生物資源学部と行った共同研究から，

強度－空隙率の関係を紹介する．図 によれば26
空隙率が低く結合材量が多い条件では，骨材の品

質の影響を受け，強度の増加率が鈍化した．

５． 粉体を用いた土壌改質材の開発

コンクリート系粉体に多く含まれる可溶性ケイ

酸質やカルシウム質を利用した肥料への利用が期

待できる．しかしながらセメントに一部重金属が

含まれるため，本課題では ℃・ 気圧の高温180 10
高圧から ℃常圧の水処理により無害化し，こ80
の粉体をケイ酸質の補充材として水稲に，カルシ

ウム質の補充としてほうれん草に，それぞれ適用

し効果の検証を行った．その結果，ほうれん草で

は無害化処理粉体による施肥に効果が確認され

た．また，同様に伊賀市の農事組合法人の協力を

得て高菜への適用を試みた結果，市販ケイカル肥

料と同等の効果が得られた．図 はほうれん27(a)
草， は高菜による実験風景である．(b)

６． 固化材の開発

前述のようにコンクリート系粉体はセメント系

水和物や水酸化カルシウム，炭酸カルシウムを多

く含むことから が高くなる．pH
一方土壌にはある程度のポゾラン質が含まれて

いることからコンクリート系粉体と土壌の間でポ

ゾラン反応による固化が期待できる．そこで低処

理・低級利用の観点から，土壌改良材の一部とし

ての利用を検討した．実験では，セメントとコン

クリート粉体を 対 の比率で混合し，市販固化1 1
材と同等の添加率付近を中心に固化能を調べた．

その結果，図 に示すように砂質土に対する28
固化実験では，市販固化材と同等の添加率で同等

程度の強度が確保できることがわかった．図中の

波線は目標強度である．

７． まとめ

本事業では，今後予想されるコンクリート解体

物の増加をに向けて，新たな利用方法を粗砕ガラ

から粉体まで計 テーマについて検討した．4
特に魚礁については，漁業関係者の協力を得て

今後 年間の経過観察を行い，実用化に向けて普1
及を図っていく．


